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Approach to Establish the Screening Test for Flexibility of Lower Extremity
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Ⅰ．はじめに
　北方圏生涯スポーツ研究センターでは，北翔大学に所
属する学生競技者を対象に大学生の体力・運動能力を縦
断的に調査している1，2）。これまでの測定では，運動要
素別に８つのカテゴリを設定し（スピード，下肢パワー，
敏捷性，アジリティ，体幹パワー，上肢パワー，柔軟性，
持久性），16項目のテストを実施してきた3）。本センター
で選定した16項目のテストには，文科省が定める新体力
テストや先行研究で報告されている各種フィールドテス
トが含まれている。新体力テストでは把握することが難
しい項目については，スポーツ現場で簡易的に実施可能
な独自のフィールドテストを考案し，測定時に活用して
いる。
　柔軟性の評価に関しては，新体力テストでは長座体前
屈が採用されている。長座体前屈は，脊柱の可動性やハ
ムストリングスのタイトネスを評価する上では有用であ
る。しかし，本テストから膝関節や足関節などを含めた
下肢全体の柔軟性の有無を判断することは難しい。膝関
節や足関節における柔軟性の評価手法であるタイトネス
テストや関節可動域測定は，測定環境や所要時間の問題
により，スポーツ現場で大規模なメディカルチェックを
実施する際には不向きである。メディカルチェックにお
ける時間的な制約や設備等の環境的な問題を解決するた
めには，関節における柔軟性の低下の有無をスクリーニ
ングする簡易的な手法が必要である。本研究グループで
は，これらの問題を解決することを目的に，下肢柔軟性
のスクリーニングテスト確立に向けた取り組みを進めて
いる。
　本研究グループでは，下肢柔軟性をしゃがみ動作
（Deep Squatting Posture）を用いて，スクリーニング
する手法（以下，しゃがみ込みテスト）を採用し，メ
ディカルチェックで活用している。しゃがみ動作は，股
関節，膝関節，足関節の各関節を深く屈曲させて腰を下
ろす動作であり，日本式の生活様式では起居動作で頻繁
に用いられる姿勢である。しゃがみ動作の遂行には，股
関節，膝関節，足関節の全ての関節における十分な可動
域と，荷重位で最終可動域を保持する筋力が求められる
と推察される。我々は，これらの因子の内，しゃがみ込
みテストの遂行には特に足関節背屈可動域，足関節背屈
筋力が重要な要素であると考え，しゃがみ込みテストの
スコアと足関節背屈角度（下腿前傾角度）の関係性を調
査した4）。この研究では，しゃがみ込みテストのスコア
と下腿前傾角度には有意な相関関係が認められた。研究
結果から，テストの遂行には十分な足関節背屈角度が求
められることが明らかとなり，しゃがみ込みテストから
足関節背屈の可動域制限の有無を簡便にスクリーニング
できることが示唆された。一方，しゃがみ込みテストと
足関節背屈筋力の関係性については，十分に明らかにさ
れなかった。
　足関節背屈筋力の測定方法および再現性については先
行研究で散見されるが，多くの報告では背臥位でハンド
ダイナモメータを用いる測定手法を採用している5）。本
手法は一定の再現性が得られているが，ハンドダイナモ
メータの固定が難しい点や実際の動作と異なる非荷重位
での測定が問題として挙げられる。
　そこで，本研究ではしゃがみ込みテストと足関節背屈
筋力の関係性を明らかにするにあたり，荷重位における
足関節背屈筋力の測定方法を確立することを目的に研究
を行った。
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Ⅱ．方　法
　対象は大学生18名（男性9名：年齢 20.3±1.3cm，身
長166.4±5.5cm，体重61.5±9.5kg，女性９名，19.8±1.3歳，
身長161.9±8.3cm，体重56.3±7.8kg）とした。取り込み
基準は下肢に現病歴のないこととし，下肢に手術歴のあ
るものは除外した。
　足関節背屈筋力の測定には，簡易式筋力測定器（ハン
ドヘルドダイナモメータ）とハンドヘルドダイナモメー
タを固定するためのデバイスを用いた。測定肢位は椅子
座位，膝関節90度，足関節底背屈０度，内外反中間位と
した（図１，２）。
　足背部に固定したハンドヘルドダイナモメータに対し
て背屈した際の等尺性トルクを足関節背屈筋力として記
録した。足関節背屈筋力の測定時間は５秒間と規定し，
測定時間内のピーク値を各試行の背屈筋力として採用し
た。測定回数は左右各３回とし，測定は全て同一の検者
が実施した。測定間の再現性は級内相関係数（ICC）を
用いて算出した。
Ⅲ．結　果
　足関節背屈筋力の平均値は右側で20.7±5.7kgf（95％
CI:0.78-0.95），左側で20.4±5.1kgf（95％ CI:0.50-0.87）で
あった（表１）。級内相関係数（ICC）は，右側で0.89，
左側で0.72であった。両側共に，本測定方法において高
い再現性が得られた。
Ⅳ．考　察
　足関節背屈は主に前脛骨筋がその作用を担っており，
背屈筋力の測定値は前脛骨筋の筋力が大きく反映されて
いる。足関節はその構造上，内返し・外返しや内転・外
転方向の可動性を有しており，底背屈の運動においても
これらの運動が含まれることがあるため，底背屈筋力の
測定においては関節の固定や運動方向のガイドなどが難
しいことが問題点として挙げられている。したがって，
先行研究では背屈筋力の測定には関節を一定に保持した
等尺性収縮での計測が用いられ，測定肢位には背臥位や
長座位を採用されている。
　Webberらは，等速性筋力測定器（Biodex）を使用し，
等速性，等尺性，等張性収縮における足関節背屈筋力を
測定し，いずれの方法においても高い再現生を示したこ
とを報告した6）。また，Benjaminらは，ハンドヘルドダ
イナモメータを用いて背臥位にて足関節背屈筋量を測定
し，測定日間における再現生は良好であったことを報告
した7）。ハンドヘルドメータを用いた筋力測定に関して
は，足関節以外の部位においても高い再現性を示すこと
が報告されており8，9），測定肢位や方法を考慮すること
で，簡便かつ正確に測定が可能なツールとして臨床で活
用されている。
図１　足関節背屈筋力測定デバイス
図２　測定肢位
表１　足関節背屈筋力および級内相関係数
測定側 ICC 95%CI
足関節背屈筋力［kgf］
（平均値±標準偏差）
１回目 ２回目 ３回目 Mean
右 0.89 0.78－0.95 20.5±5.4 20.4±6.4 21.0±5.5 20.7±5.7
左 0.72 0.50－0.87 20.3±5.0 20.1±4.2 19.8±4.3 20.4±5.1
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　しかしながら，一般的なスポーツ種目における競技動
作では，荷重位での十分な下腿前傾（背屈角度）および
その保持が要求される。したがって，荷重位における足
関節背屈筋力の測定は，スポーツ動作遂行の可否をより
反映すると考えられる。本研究では，荷重位における足
関節背屈筋力を測定したが，測定方法は簡便であり，検
者内再現性についても，先行研究の報告と同様に高い結
果が得られた。本研究で採用した方法は，臨床およびス
ポーツ現場においても十分に活用可能な足関節背屈筋力
測定手法の一つであると言える。
　本研究で考案した方法およびデータは，北方圏生涯
スポーツ研究センターで推し進める体力・運動能力の
フィールドテストの内，下肢柔軟性のスクリーニングテ
スト（しゃがみ込みテスト）の妥当性を検証する貴重な
基礎データとなった。今後は，これらのデータを踏まえ，
しゃがみ込みテストでスクリーニング可能な因子や，そ
の程度をより明らかにすることが必要である。これらを
進めることにより，対象者へより意義のあるデータを
フィードバックすることが可能となり，本センターで実
施するフィールドテストをさらに充実した内容へと発展
させることが期待できる。
付　記
　本研究は，平成27年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センター選定事業の助成を受けて実施されたものであ
る。
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